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The goal of this paper is to provide academic support for 

international students to improve their language performance in terms 

of presentations and discussion in the Japanese language. The objective 

of this study is to aid Japanese language instructors by compiling basic 

data on Japanese compound particles with which intermediate level 

learners of Japanese have difficulties during the language acquisition 

process. The comparisons and analyses of compound particles were 

made in accordance with the following corpora: The Science and 

Engineering Spoken Japanese Corpus, The Spoken Japanese Corpus of 

Nagoya University, and Japanese language textbooks at intermediate 

level.  The results of the study provide some pedagogical implications.
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１．はじめに

本稿は、留学生が日本語での発表や質疑応答を含むディスカッション

など、アカデミックな言語使用場面での日本語の運用能力が向上するよ

う学習支援を目指すものである。具体的には、中級レベルの学習者に

とって学習優先度が高い複合辞及び語彙の習得に関する基礎的資料を作

成し、現場の教師の利用に資するものである。方法としては、複合辞

を軸に、ゼミの発表・質疑応答から構築した『理工学系話し言葉コーパ

ス』、親しい者同士の雑談が採録された『名大会話コーパス』、及び中級

の日本語読解教材１を比較・分析し、その結果を踏まえ、教育現場への

応用を提案する。

２．研究の目的

中級レベルの市販教材は、学習者の日本語レベル、学習目的、学習者

の背景などを踏まえ多様化してきた。しかし、高等教育機関で日々行わ

れる講義やゼミなど、アカデミックな言語使用場面に必要な言語活動を

支える教材は未だ十分とは言えず、現場の教師が学習者のニーズに合わ

せて様々な補助教材を作成しつつ指導に当たっている。しかし、それは

作成作業のみならず作成に必要な内容の選択において現場教師には大き

な負担となっている。その要因の一つとして、アカデミックな言語使用

現場での多様なコンテンツ、文脈、ストラテジーなど、現場の使用実態

をとらえた参照可能な資料が入手しにくいことが考えられる。

そこで、本稿では、アカデミックな言語使用場面である研究室のゼミ

の録音から構築した①『理工学系話し言葉コーパス』とインフォーマル

な雑談が採録された『名大会話コーパス』、そして中級レベルの読解教

材から、複合辞を軸に前接する名詞句と後項の述語を比較・分析した上

で、②アカデミックな言語活動にとって重要だと考えられる点を指摘し、
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市販の中級教材をどのように補完すべきか具体的な応用について提案を

試みる。

３．複合辞の調査分析結果

３．１．『理工学系話し言葉コーパス』 の概要

最初に、『理工学系話し言葉コーパス』（以下、「東大コーパス」と称

す）を紹介する。これは東京大学大学院の理工学系７分野の研究室のゼ

ミを収録し転写したもので、主に母語話者の発表や質疑応答など教師と

学生、及び学生同士のセミフォーマルな発話で構成されている２。

コーパスの規模は表１に、主要な自立語とそれ以外の形態素３の分布

は表２に示す。

表２の「その他の形態素」には付属語や接辞、感動詞などが含まれて

いるが、異なりが６%、延べが61.2%という結果から、付属語を含む限

られた語が高頻度で出現していることがわかる。

また、７分野に共通して出現頻度が高いのは、表３に示すとおり、助

詞、助動詞など、構文上の機能的な役割を持つ語となっている。

表１　コーパスの規模（７分野の形態素数）

表２　自立語及び付属語を含むその他の形態素４の分布

形態素数 電気 環境 計画 建築 社基 化シス 電情 合計
延べ 185,733 215,837 265,752 302,427 285,783 324,865 229,047 1,809,444

異なり 3,674 4,348 5,568 7,310 5,817 5,043 4,109 16,485

分布
分類

延べ 異なり
形態素数 割合 形態素数 割合

主要な自立語 702,562 38.8% 15,490 94.0％
その他の形態素 1,106,882 61.2% 995 6.0％
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そこで、本稿では格助詞と結合した使用頻度の高い複合辞を抽出し、

その中でも上位に出現するものについて、調査・分析を行うことにした。

３．２．調査・分析の方法

複合辞とは「いくつかの語が一まとまりとなって、その一まとまり

の固有の『付属語』（辞）的な意味を担うものとして用いられる形式」

（藤田保幸，2009：3）である５。本調査では、20個６の複合辞を抽出した

（表４参照）。

表４をみると、助詞の中でも「に」と結合した複合辞が最も多い。助

詞「に」の出現数29,166に対し、「に」と結合した複合辞の出現数は3,887

となり、「に」全体の約13.3％で、他の助詞と結合した複合辞よりも圧

倒的に多かった。そこで、本稿では助詞「に」と結合した複合辞に焦点

を当て、その使用実態を上記コーパスにおいて調査することにした。

以下、各節では頻度の高い順に複合辞を取り上げ、分析結果及び教育

現場での応用について提案する。

表３　高頻度語順位

順位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
高頻度語 だ て の と は の が に 為る 言う
頻度 48054 43215 42690 37896 33892 32873 32243 29166 27737 27477
順位 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
高頻度語 を です た で ます も って か 其の はい
頻度 25476 22652 22417 20340 17350 14579 14444 13603 12708 12536
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４．ニツイテについて

４．１．意味・用法について

ニツイテの意味・用法は『現代日本語文法２』と『現代語複合辞用例

集』を拠り所に、Ａ〈対象〉（「言語・思考活動の対象」「言語・思考行

動の対象・内容や検討・判定・評価がなされる観点・指標を示す」）、Ｂ

〈割合〉（数量詞）の２種類として、分類を行った。その結果、東大コー

表４　複合辞の用例数と出現率（%）

コーパス
複合辞

理工学系話し言葉コーパス 名大会話コーパス７ 中級教科書（７冊）
用例数 出現率 用例数 出現率 用例数 出現率

1 トシテ 2,476 （111）（0.137） 243 （0.013） 78　 （1）（0.124）
2 ニツイテ 1,215 　（25）（0.067） 80 （0.004） 47 （0.076）
3 ニヨッテ 1,178 　（5）（0.065） 96 （0.005） 53 （0.085）
4 ニタイシテ 578 　（6）（0.032） 50 （0.003） 22 （0.035）
5 ニカンシテ 549　 （37）（0.030） 27 　（1）（0.001） 8 （0.013）
6 ニオイテ  280　 （17）（0.015） 8 （0.000） 9 （0.015）
7 ノタメニ 120 （0.007） 67 （0.003） 18 （0.029）
8 ニトッテ 79 （0.004） 59　 （4）（0.003） 22 （0.035）
9 トトモニ 30 1 8
10 トイッショニ 29 83 9
11 ヲモッテ 27 1 0
12 ヲトオシテ 14 1 6
13 ニツキ  6 0 0
14 ノオカゲデ  4 4 3
15 ニツレテ  2 0 1
16８ ヲメグッテ 1 0 1

複合辞用例総数（出
現率%）/各コーパス
総形態素数

6588（0.36％）
/1,809,444

720（0.04％）
/1,924,289

285（0.46％）
/62,068

注：用例数のカッコ内の数値は、「ニツキマシテ」などのように丁寧な形で現れ
ていたものの数である。なお、この数値はカッコ外の数値に含まれている。
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パスには上記Ａの用法のみが見られた。

４．２．ニツイテに前接する名詞句９

ニツイテに前接する名詞句をみると、東大コーパスでは「これ」（43

例）、「それ」（41例）といった指示代名詞が最も多く、次に「こと」（36

例）、「もの」（30例）といった形式名詞が前接した文相当句となるもの

が多かった。

４．３．ニツイテの後項

４．３. １ではニツイテがどのような動詞に直接かかるか、４．３．２で

はどのような動詞句にかかるかについて述べる。

４．３．１．ニツイテが直接かかる動詞

東大コーパスでは1190例中469例（39.4%）、名大コーパスは80例中43

例（53.8%）、中級教科書は47例中22例（46.8%）という結果を得た。東

大コーパスはニツイテが動詞に直接かかる割合が最も少なかった。表５

は直接かかる動詞の中で頻度が高い上位10個の動詞を示したものである。

ニツイテが直接かかる動詞の使用例を以下に三つ挙げる。

⑴　第１部第２章では塩分濃度の変化について調べました。（社基）

⑵　自己相関関数について説明していきます。（電情）

⑶　この二つの調査の進捗についてお話しします。（建築）

ニツイテが直接かかる動詞には表５で示したように思考動詞・知覚動

表５　ニツイテが直接かかる動詞（東大コーパス）※（　）内は用例数（以下の表も同様）

調べる（54）、説明する（47）、話す（29）、考える（28）、発表する（22）、検討する
（19）、見る（16）、述べる（14）、研究する（12）、紹介する（10）
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詞・表現手段の動詞が多く見られる。

４．３．２．ニツイテがかかる動詞句

東大コーパスでは1190例中337例（28.3%）、名大コーパスは80例中16

例（20%）、中級教科書は47例中16例（34%）という結果を得た。東大

コーパスは中級教科書に次いで動詞句にかかる用例の割合が高かった。

どのような動詞句にかかっているか、頻度が高い順に10個示したものが

表６である。

４．４．教育現場への応用

学習者にニツイテを指導する際、直接かかる動詞には思考動詞・知覚

動詞・表現手段の動詞が多いということ、動詞句にかかる場合は「～を

行う」「～を（に）する」「～を得る」などがあることを紹介するとよい

であろう。「～ニツイテ＋動詞」だけでなく、「～ニツイテ＋動詞句」の

ような構造の理解と産出が必要である。その他の特徴として「～につい

ては」のようにニツイテに係助詞が後接し、トピックの説明に使われる

用例が32.8%あった。また、「（今日の発表は）～についてです」のよう

にニツイテにダが後接して文が終結するもの（6.6%）が、その他の複合

辞（１%未満）に比べて多かった。この表現は発表の冒頭で頻繁に使わ

れているため、学習者に積極的に指導する必要があろう。

表６　ニツイテがかかる動詞句（東大コーパス）

明らかにする（６）、検討を行う（５）、点検をする（５）、実験を行う（５）、情報
を得る（５）、考察を行う（４）、アンケート調査を行う（４）、ヒアリングを行う

（３）、お話をする（３）、研究をやる（３）
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５．ニヨッテについて

５．１．意味・用法について

ニヨッテの意味・用法を『日本語文型辞典』にならい、Ａ〈原因〉、

Ｂ〈動作主〉、Ｃ〈手段〉、Ｄ〈拠り所〉、Ｅ〈場合〉の５分類とした。

東大コーパス、名大コーパス、中級教科書の意味・用法の分布を記す。

意味・用法では東大コーパスは書き言葉の中級教科書の分布と重なり、

多い順にＣ〈手段・方法〉、Ａ〈原因〉、Ｅ〈場合〉で、これらを合わせ

ると93%となる。一方、インフォーマルな話し言葉の名大コーパスでは

Ｅ〈場合〉が突出している。

５．２．ニヨッテに前接する名詞句

ニヨッテに前接する名詞について意味・用法別に表８に示す。

東大コーパスで使用が多かったＣ〈手段〉、Ａ〈原因〉とも、前接す

る名詞は名詞句を作る「こと」が最も多く、「それ」「これ」などの指示

代名詞がそれに次ぐ。

⑷　〈手段〉パワースペクトルを分析することによって音声の特徴を解析する

ことができます。（電情）

⑸　〈原因〉工期が短くなったことによって、その構造物が早くできて、それ

表７　ニヨッテの意味・用法の現れかた

東大コーパス 名大コーパス 中級教科書
Ａ〈原因〉 343（29%）      6（　6%） 9（17%）
Ｂ〈動作主〉 　　 16（　1%）      0（　0%） 3（　6%）
Ｃ〈手段・方法〉 421（36%）      3（　3%） 21（40%）
Ｄ〈拠り所〉 　　 40（　3%）      1（　1%）      4（　7%）
Ｅ〈場合〉 330（28%） 84（89%） 16（30%）

（不明） 　　 19（　2%）      0（　0%）      0（　0%）



－9－

『理工学系話し言葉コーパス』における複合辞の特徴
―中級日本語教材をアカデミックなコミュニケーション能力につなげるために―

によってどれだけ利益が得られたのか、ということを定量的に評価します。

（社基）

Ｅ〈場合〉は、東大、名大の両コーパスとも同様の傾向が見られ、疑

問文の埋め込み表現「～か」や人や場所、時間に関する語が多く、また

東大コーパスでは、（８）のように「場合」が高頻度で用いられている。 

⑹　〈場合〉どっちに興味を持つかによって、分析の仕方だとか、対象にする

ものが全然違うんじゃないかな。（計画）

⑺　〈場合〉扱う人によって、劣化の診断が変わってくる可能性があります。

（建築）

⑻　〈場合〉場合によっては、うまくいくかもしれないね。（電気）

５．３．ニヨッテの後項

ニヨッテが用いられている文の述語については表９に示す。

東大コーパスでは、Ｃ〈手段〉は「する・得る・行う・表す・作る・

表８　ニヨッテに前接する名詞10

東大コーパス 名大コーパス 中級教科書
Ａ〈原因〉 ～こと（124） それ（41） 

これ（15） 津波（５） 
流れ（４） 気候変動（４）

こと（３） それ（２） ～こと（３）

Ｂ〈動作主〉 【人名】（３）建築家（２）用例無し 【人名】（２） 
Ｃ〈手段･方法〉～こと（132） それ（26）

これ（９） 計算（５）
実験（４）

こと（３） こと（３） 海路（３）
陸路（３）

Ｄ〈拠り所〉 これ（２） それ（２） （２例以上無） （２例以上無）
Ｅ〈場合〉 ～か（24） 場合（21） 

人（17） 場所（16） 
地域（12） α（６） 島（５） 
時間（５） 違い（４）
種類（４） 国（４）
温度（３） 条件（３）
pH（３）

人（19） 大学（４） 
会社（４） それ（３） 
日（３） 地域（３）
国（３） とき（３）
～か（３） 
場所（２） 学校（２） 
学部（２）

地域（４） 人（３） 
国（２）
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求める」など他動詞との共起が多いが、手段・方法を用いた結果によ

る変化を述べる「なる」も多く出現する。Ａ〈原因〉では「なる・生じ

る・変わる・変化する」などの変化動詞との共起が多い。

⑼　〈手段〉計算によって振動を求めるモデルです。（電情）

⑽　〈原因〉電力が遠回りに送電されることによって余計な損失が生じたり、

過負荷送電線が生じるという現状があります。（電気）

ニヨッテは初級後半の受身文では創出の意味を表す動詞の動作主とし

て導入される12。しかし、書き言葉などかたい文体では、それ以外の動

作主や原因もあり、東大コーパスにも同様の用例があった。

⑾　〈動作主〉そのリゾームっていう概念が現代建築でいろんな建築家によっ

て引用されていますが...。（建築）

⑿　（電子入札は）建設省によって推進されてきました。（社基）

表９　ニヨッテの後項の述語11

東大コーパス 名大コーパス 中級教科書
Ａ〈原因〉 なる（39） 生じる（14）

変わる（12） 変化する（11） 
向上する（10） できる（９） 
出る（７） ある（６）
決まる（６） 増える（６）

（２例以上無） 発生する（２）

Ｂ〈動作主〉 （計10例以上無） （２例以上無） （２例以上無）
Ｃ〈手段･方法〉する（32） 得る（25）

行う（21） なる（19）
表す（11） 作る（９）
求める（９）

（２例以上無） 表す（３） 
伝わる（３） 
入る（２）

Ｄ〈拠り所〉 決まる（３） なる（２） （２例以上無） わかる（２）
Ｅ〈場合〉 違う（98） 変わる（56）

ある（23） ～か（23）
異なる（16） 得る（15）
なる（７） 出る（６）

違う（39）
（述語無）（10） 
ある（６） 出る（３） 
できる（２） 
いろいろだ（２）

異なる（３） 
ある（２） 
さまざまだ（２）
変化する（２）
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５．４．教育現場への応用

東大コーパスで多く出現した意味・用法〈手段〉と〈原因〉では、後

項の述語に前者は他動詞、後者は変化動詞をとるという特徴がある。一

方、前接部はどちらも、文相当の名詞句「～こと」を用いた複雑な文、

及び文脈指示の代名詞が頻出することから、文構造の正確な把握及び

談話の文脈を捉える視点が必要である。用例の１割を占める受身文で

は、一般的には「動作主＋ニ」が用いられる文であっても、「動作主＋

ニヨッテ」が使用されるなど、書き言葉的な要素も多い。これらを踏ま

えた用例の提示等、指導が必要であると考える。

６．ニタイシテについて

６．１．意味・用法について

ニタイシテの意味・用法を『日本語文型辞典』『現代日本語文法２』

を参考に、Ａ〈対象〉、Ｂ〈割合〉、Ｃ〈対比〉の３種類として分類を

行った。東大コーパス、名大コーパス、中級教科書のいずれもＡ〈対

象〉を表すものが最も多かったが、Ｂ〈割合〉を表す用例は東大コーパ

スにおいてのみ見られた。

⒀　結果を見ると、１個の大きい粒子に対して、なんか５～６個の小さい粒

子が吸着されてますね。（化シス）

また、東大コーパスのみに見られた用法として、以下のように形容詞

に直接かかる用例が挙げられる。

⒁　このREPSの評価としては、スペクトル歪みがない場合には、加法的雑音

に対して、強い。（電情）

６．２．ニタイシテに前接する名詞句

ニタイシテに前接する名詞句をみると、東大コーパス、名大コーパス、
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中級教科書のいずれも「それ」が最も多かった。東大のコーパスでは、

「それ」「これ」といった指示代名詞がくる用例が572例中111例と19.4%

を占め、「の」「こと」「もの」といった形式名詞が前接し、文相当句と

なるものも51例あった。

⒂　建築から刺激を受け、それに対して、意味づけや想像を働かせる。（建築）

⒃　環境、景観を保全するっていうことに対して、支払いっていう名目が立っ

てるんですけど。（計画）

６．３．ニタイシテの後項

ニタイシテが用いられている文の述語についてみると、東大コーパス

では、上位の語は「ある（24）」「行う（21）」「なる（20）」「する（19）」で

あった。つまり、機能的な動詞13が上位を占めていた。これは他のコー

パスでも同様の傾向が見られた。

⒄　ほかの触媒と比べると、酸や電気、熱などに対して、耐性があるので、

これもモデル物質として用いました。（化シス）

⒅　その与えられた４つのデータに対して、評価、聴取実験を行ったところ、

（電情）

また、東大コーパスでは、後項の述語に「どういう」「どう」「どのぐ

らい」などの疑問語が用いられる用例が46例見られた。

⒆　住環境に対して、どういうニーズがあるのか捉え直すのも必要ですし、

（計画）

⒇　各音声データに対して、どのような結果が出るか、ということを調べた

表10　ニタイシテの前接する名詞（東大コーパス）用例数４以上

それ（92）、の（20）、これ（19）、こと（18）、もの（13）、変動（５）、道路（５）、グ
ループ（５）、エリア（４）　　　　　　　　　　　　　　用例数３以下の語は318種
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結果がこちらになります。（電情）

６．４．教育現場への応用

ニタイシテの用法については、研究内容などをデータに基づいて議論

する学習者に対しては、割合や特性を表す用法も積極的に示す必要があ

ると思われる。

また、今回調査したゼミ発表の場面では、ニタイシテに前接する名詞

句に「の」「こと」などを伴って文相当句となる用例が多かった。また、

用例（19）（20）のように後項に疑問語を伴う表現も多く見られた。これら

は質疑応答を行うゼミ発表では重要な要素だと考える。上記のような用

法を教育現場で取り上げることによって、学習者のゼミ発表における理

解が促されるであろう。

７．ニカンシテについて

７．１．意味・用法について

ニカンシテは、言語・思考の対象・内容や、検討・評価がなされる観

点を示す（『現代複合辞用例集』：106）意味・用法として用いられてい

る。

７．２．ニカンシテに前接する名詞句

東大コーパスにおいて前接する名詞句は、「これ」、「それ」などの指

示代名詞や「こと」「もの」「ところ」「点」などの形式名詞が多いこと

表11　ニタイシテの後項の「疑問語」（東大コーパス）

どういう（10）、どう（８）、どのぐらい（５）、どれぐらい（５）、どのような（４）、
どれだけ（４）、どういうふう（３）、どの程度（３）、どんな（２）、どうか（１）、
どのように（１）
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がわかった。３例以上出現する名詞句は、表12のとおりである。

７．３．ニカンシテの後項

東大コーパスにおいて、３例以上出現した後項の述語は表13のとおり

である。

「ある」「行う」「する」の用例のように、ニカンシテは機能的な動詞

が多く用いられている。具体的な用例は下記のとおりである。

�　【ある】どのような人が入居しているのかということに関しては、既存研

究がありました。（計画）

�　【行う】折れてるものに関しては、修復が行われてます。（建築）

�　【する】ないところに関しては、実測調査をしてます。（建築）

７．４．係助詞の「は」について

東大コーパスの用例は、約70％が係助詞のついた形で用いられており、

今回調査対象となった複合辞の中で最も割合が高い14。名大コーパスや

表12　ニカンシテに前接する名詞句（東大コーパス）

表13　ニカンシテの後項の述語（東大コーパス）

これ（31）、こと（22）、もの（19）、それ（16）、部分（12）、ところ（６）、点（５）、
揺れ（４）、構造（４）、研究（４）、事業（４）、こちら（４）、女性（４）、産業（３）、
手法（３）、医薬品（３）、洗堀（３）、範囲（３）、関係（３）、木材（３）、記憶（３）、
技術（３）

ある（50）、行う（18）、する（15）、なる（15）、見る（11）、やる（９）、使う（８）、
出る（７）、検出する（７）、調べる（６）、分かる（６）、だ（５）、言う（５）、考え
る（５）、発表する（５）、進む（４）、できる（４）、起きる（４）、持つ（４）、検討
する（３）、ない（３）、分析する（３）、見受ける（３）、書く（３）、わかる（３）、
定量する（３）、一緒だ（３）、用いる（３）、問題だ（３）
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中級教科書でも、全体のテーマを差し出す際にニカンシテハの形で使用

されている。

その他、「形状に関しての報告がたくさんあるんです」の用例のよう

に、連体修飾の形で用いられることや「こちらに関しましても、先ほど

の文献から考えて（以下省略）」のように丁寧体で用いられることもあ

る。

７．５．教育現場への応用

ニカンシテは、東大コーパスでは名大コーパスの約30倍の出現率であ

る（表４参照）。中級レベルの学習者に対して、ニカンシテは一般的な

会話より、ゼミ発表のようにやや硬く、論理的な説明で多く使用されて

いる点を意識化させ、指導するとよいであろう。また、用例（21）から

（23）のようにニカンシテハの形で用いられることが多いこと、連体修

飾の形や丁寧体などの用い方の指導も同時に必要と言えよう。

８．ニオイテについて

８．１．意味・用法について

ニオイテの意味・用法をＡ〈空間的な範囲・領域〉、Ｂ〈時間的な範

囲・領域〉、Ｃ〈ことがらの範囲・領域〉の３種類として、分類を行っ

た15。

表14　ニカンシテの係助詞「は」と「も」

東大コーパス（512例） 名大コーパス（26例） 中級教科書（８例）
は 307 13 3
も 51 1 0

合計 358（69.9％） 14（56.5％） 3（37.5％）
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ニオイテに前接する名詞には、Ａ〈空間的な範囲・領域〉の場合（用

例（24））には場所を表す名詞が、Ｂ〈時間的な範囲・領域〉の場合

（用例（25））には時間を表す名詞が、Ｃ〈ことがらの範囲・領域〉の場

合（用例（26））には抽象名詞がくる。

�　家守とは江戸時代、主に町人、町人街において、地主から土地の委託を

受けて、さまざまな土地に関する実務を受け持っていた人を指します。（建

築）

�　これというのは、将来において、もしかすると大腸菌が出てくる、恐れ

がありますので、恐れがあるという地点です。（環境）

�　これは先ほど説明したリミテッドエリアコントロールにおいて、分割さ

れた領域の境界に位置する母線の変数を推定していることに原因があると

考えられます。（電気）

各コーパスにおける意味・用法の分布は表15のとおりである。

用例数において東大コーパスと他のコーパスとでは違いが見られる。

また、東大コーパスと名大コーパスとでは総形態素数が近いことを考え

ると、東大コーパスでニオイテが多く出現していることは特徴的である。

８．２．ニオイテに前接する名詞句

ニオイテに前接する名詞についてみると、東大コーパスでは、具体的

表15　ニオイテの意味･用法の現れかた

東大コーパス 名大コーパス 中級教科書
Ａ．空間的な範囲･領域 47 1 2
Ｂ．時間的な範囲･領域 9 0 0
Ｃ．ことがらの範囲･領域 222 7 7

（不明） 2 0 0
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な場所や時間を表す名詞よりも、抽象的な名詞を用いたものが多い（名

詞の違いによる数値は、表15の意味・用法の数値と対応している）。東

大コーパスにおいて、２例以上用いられている抽象名詞を表16に示す。

８．３．ニオイテの後項

ニオイテが用いられている文の述語についてみると、東大コーパスで

はニタイシテ、ニカンシテと同様に、「ある」（19例）、「なる」（10例）、

「する」（９例）など機能的な動詞が多く出現する。それ以外にも多様な

話題を反映した多くの異なる述語（主に動詞）が用いられている。

８．４．教育現場への応用

東大コーパスでは、前接する名詞は、ことがらの範囲・領域を表す抽

象的なものが多いため、学習者にとって必要な分野で使用される名詞と

ともに用例を提示し、この用法の理解を促したい。また、中級教科書で

は扱われていなかった時間的な範囲・領域を表す用法についても紹介す

る必要がある。

９．ニトッテについて

９．１．意味・用法について

「～ニトッテ」の部分には、述語で述べられることがらのおよぶ範囲・

領域が表されている。多くの場合、「人や組織を表す名詞を受けて、『そ

表16　ニオイテに前接する名詞（東大コーパス）

研究（９）、場合（７）、系（６）、条件（４）、サンプル（４）、状態（３）、制御（３）、
領域（３）、点（３）、状況（２）、定義（２）、ドメイン（２）、提案手法（２）、検出

（２）、0.6（２）、環境（２）、母線（２）、段階（２）、バリデーションセット（２）、
定常状態（２）、音声分析（２）、過程（２）、二次濃縮（２）、現状（２）、流入水中

（２）、話し言葉（２）、劣化診断（２）、産業（２）、合成（２）
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の立場から見れば』という意味を表す」（『日本語文型辞典』：447）。

�　例えば、行政側だと、資金コスト、用地制限などの制約条件があるが、

全ての人にとって、絶対的な公平性に達することが難しい。（計画）

�　その、市民参加ということを考えたときに、その参加する市民にとって、

参加することが望ましいとかということは、特に考えなくても……。（計画）

９．２．ニトッテに前接する名詞句

各コーパスにおいて、ニトッテに前接する２例以上の名詞をあげると

表17のようになる。

いずれのコーパスにおいても、前接する名詞には人を表す名詞が多く

見られるが、東大コーパスでは、「政府」「道路公社」など組織や機関を

表す名詞も見られる。これ以外にも、人を表す名詞ではない「都市計

画」「プライベート」「技術」「音声」などがあり、このような名詞は名

大コーパスと中級教科書では見られなかった。

�　都市計画にとって、無視できない問題であり、（都市）

�　まだあまり普及されてない技術にとって、大事です。（社基）

９．３．ニトッテの後項

ニトッテが用いられている文の述語について２例以上の用例をあげる

表17　ニトッテに前接する名詞

東大コーパス 名大コーパス 中級教科書
人（８）、自分（７）、都市（３）、
人たち（３）、業者さん（２）、
プライベート（２）、需要者

（２）、学生（２）、市民（２）、
個 人（ ２）、 都 市 計 画（ ２）、
行政（２）、彼ら（２）

人（10）、私（９）、人た
ち（３）、子ども（３）、
自分（３）、彼（２）、日
本 人（ ２）、 赤 ち ゃ ん

（２）、私たち（２）

私（２）、人間（２）、私た
ち（２）
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と表18のようになる16。

表18からわかるように、他の複合辞と比べると、形容詞など静的述語

が多い。静的述語の使用の割合を調べると、東大コーパスが50.0%、名

大コーパスが59.6%、中級教科書が45.5%であった。このことは、ニトッ

テの文が、前接部分で示される範囲・領域（主に人）に対する評価や判

断を述べる文であるからといえる。

９．４．教育現場への応用

ニトッテの後項述語は前接する名詞から見た評価や判断を表す静的述

語が用いられることに特徴がある。いずれのコーパスも前接部分に人を

表す名詞が多く見られたが、東大コーパスでは組織や機関、また「都市

計画」「技術」などの名詞も見られる。このような語彙を使った例文も

学習者に提示することが必要である。

10．まとめ

本研究では、ニツイテ、ニヨッテ、ニタイシテ、ニカンシテ、ニオイ

テ、ニトッテの６つの複合辞についてコーパス間の比較・分析を行った。

その結果、まず、これらの複合辞の出現率は、東大コーパスと中級教

科書においてはほぼ同じであり、一方で名大コーパスの出現率は、この

二つと比べると10分の１ほどで少なかった（表４）。ゼミのようなセミ

フォーマル且つアカデミックな言語使用場面では、名大コーパスのよう

表18　ニトッテの後項の述語（東大コーパス、名大コーパス）

東大コーパス 名大コーパス
いい（７）、大事だ（４）、ある（３）、重
要だ（３）、望ましい（２）、無視する（２）

いい（３）、大事だ（２）、つらい（２）、
ある（２）



文教大学　言語と文化　第28号

－20－

なカジュアルな会話とは異なり、複合辞が多く用いられていることが分

かった。これは、ゼミでは議論の内容を明確に設定することが求められ

ること、複合辞を用いることによって多義的な単音節の格助詞よりも文

脈上の他の語句との関係を明確に示すことができるという機能があるか

らだと考える。

次に、複合辞に前接する名詞、後項の述語について、それぞれのコー

パスにおける語彙的な特徴が見られた。また、複合辞の意味・用法につ

いても、コーパスによって異なる傾向を示した。これは、それぞれの

コーパスの言語使用場面や話題、それに伴う内容に起因すると言えよう。

さらに、他のコーパスとの比較のなかで、東大コーパスにおける最も

顕著な特徴として浮かび上がったのは、第一に、「名詞＋複合辞」のよ

うな単純な構造ではなく、複合辞に形式名詞「の」「こと」などが前接

する、文相当の名詞句を伴う用例が多く出現したこと、第二に、「これ」

「それ」など指示代名詞が複合辞に前接し、談話における文脈指示の用

法が多く出現したことである。これは、アカデミックな場面の話し言葉

が、複文や文脈指示などを含む複雑な構文や談話構造によって構成され

ているからだと考えられる。

他方、中級教科書の読解文に含まれる複合辞は、文章理解や産出のた

めの重要な項目として位置づけられている。そのため、意味・用法の提

示は例文によって示されていることが多いが、その例文は比較的短く、

構文的にも係り受けの関係が明瞭なものが選択されている。このことは

学習者にとっては分かりやすく、運用練習にもつなげやすいという側面

はある。

しかし、東大コーパスの複合辞は、形式名詞を伴う複文の構成要素と

して出現し、また複数の文によって構成された談話における文脈指示の

指示代名詞とともに用いられているということから、係り受けの関係や
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文脈が捉えにくい用例が多く見られる。

したがって、東大コーパスの特徴から、教育現場において中級教科書

を補完するためには、次のような例文提示や聴解練習、文作成練習をす

ることが望ましい。

ゼミのようなアカデミックな言語使用場面の理解と産出を目指す中級

レベルの指導に当たっては、音声言語の理解と産出を目標に、複合辞を

含むやや長めの複文及び複数の文によって構成された例文提示や聴解練

習、文作成練習を意識的に補うことが、教育現場で必要とされるであろ

う。その際、教師は学習者にとって必要とされる分野や場面を考慮した

コンテンツを支える語彙を用いた教材を作成し、指導に当たる必要があ

るだろう。

今回は紙幅の関係上、各複合辞の用例を十分提示することができな

かった。今後は各複合辞の意味・用法についてさらに詳しく分析し、複

合辞の学習にとって必要な用例を現在開発中の『理工学系語彙・用例学

習支援システム　レインボー』 17を通して公開していきたい。

付記

本研究は文教大学大学院言語文化研究科付属言語文化研究所の給費研

究（平成26年度・27年度）の助成を受けたものである。本研究で用いた

『理工学系話し言葉コーパス』は、平成21年度科学研究費補助金挑戦的

萌芽研究（課題番号 21652050）「工学系話し言葉コーパスの構築及びそ

れに基づく教材開発支援」、平成23年度～ 26年度（課題番号 23652113）

「研究支援を目指した『理工学系基本口頭表現用例学習辞典』の開発」

において構築したものである。
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注

１．『テーマ別 中級から学ぶ日本語（改訂版）』研究社、『技術研修生の

ための使える日本語―読解編―』金沢工業大学、『新中級から上級

の日本語』The Japan Times、『中級を学ぼう（前期）』スリーエー

ネットワーク、『中級を学ぼう（後期）』スリーエーネットワーク、

『中・上級のための日本語読解』文教大学出版事業部、『大学・大学

院 留学生の日本語①読解編Ⅰ』アルク

２．2007年～ 2012年にわたって、理工学系７分野（電気系工学、都市

環境工学、都市計画、建築学、社会基盤学、化学システム工学、情

報理工学系・電子情報学）において154時間録音したものを転写し

た。本稿では、分野名は略称を用い、順に電気、環境、計画、建築、

社基、化シス、電情とした。コーパス構築過程、語彙分布等は、菅

谷（2013）を修正したものである。＜付表１＞＜付表２＞も合わせ

て参照されたい。ゼミには留学生も参加しているが、日本語の発話

はすべて収録した。データは、母語話者か非母語話者か識別できる

ようにしてある。

３．今回の調査では、形態素解析プログラム「茶まめ」で使用されてい

る形態素解析辞書UniDicの品詞分類に従って語彙調査を行った。

４．本稿の「主要な自立語」とは名詞、動詞、形容詞、副詞、接続詞、

連体詞で、それ以外は「その他の形態素」としている。なお、主要

な自立語の出現頻度は本稿末の付表に付す。

５．この中には、複合助詞、複合格助詞、複合助動詞などと呼ばれるも

のも含まれる。

６．高橋太郎 （2005）『日本語の文法』p.185。注８も参照されたい。

７． 『名大会話コーパス』は、以後「名大コーパス」と略称を使う。

８．17位以降のニムケテ、ニムカッテ、ヲオイテ、ノクセニは東大コー
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パス及び中級教科書には出現しなかったため省略する。なお、名大

コーパスにおいてノクセニのみ４例出現した。

９．ここでの分析は、複合辞に前接する直前の名詞について述べている。

実際の用例では指示代名詞がついていたり、連体修飾によってかざ

られているものが多い。

10．紙幅の関係上、東大コーパスは合計用例数４以上、名大コーパスと

中級教科書は２以上の用例のみ記す。

11．東大コーパスは合計用例数10例以上、名大コーパスと中級教科書は

２例以上のみ記す。

12．「源氏物語は紫式部によって書かれました。」のように何かを生み出

す場合の動作主は「に」ではなくニヨッテが用いられる。

13．日本語文法学会編 （2014）では「実質的な意味を名詞にあずけて、

自らはもっぱら文法的な機能を果たす動詞」としている。（p.170）

14．今回調査対象となった複合辞の中で次いで多いのが、ニオイテ

42.4％、ニツイテ32.8％である。

15．分類は佐藤ほか（2001）を参考とした。

16．中級教科書はどの単語も１例ずつであった。

17．留学生の研究生活支援の一環として、専門性のある語彙・共起表現

などを学習するため、東大コーパスの分析結果を基に同コーパスの

用例をweb上に公開した語彙・用例検索ツールで、2009年より開発

を進めている。
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＜付表１＞７分野の主要な自立語の分布（東大コーパス）

品詞 名詞 動詞 イ形容詞 ナ形容詞 副詞 接続詞 連体詞 計
延べ語数 402,218 171,768 21,930 7,186 57,429 13,188 28,843 702,562

異なり語数 12,874 1,539 167 379 480 23 28 15,490
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＜付表２＞高頻度語一覧（東大コーパス）
品詞 名詞 頻度 動詞 頻度 イ形容詞 頻度 ナ形容詞 頻度 副詞 頻度 接続詞 頻度 連体詞 頻度
1 事 8930 為る 27737 無い 7476 非常 484 まあ 10591 で 8463 其の 12708
2 間 3849 言う 27477 良い 4101 可能 452 そう 9085 では 1397 此の 8089
3 物 3599 居る 10363 大きい 983 重要 353 一寸 4905 又 900 彼の 3904
4 所 2630 有る 9468 高い 877 同じ 332 こう 4506 そして 506 同じ 882
5 後 2559 成る 6960 多い 601 そんな 313 どう 3379 唯 480 或る 605
6 方 2455 遣る 4860 凄い 599 確か 280 もう 2807 或いは 341 何の 528
7 今 2358 思う 4848 小さい 563 簡単 255 例えば 1481 更に 184 色んな 456
8 時 2320 行く 4142 難しい 440 最適 195 先ず 1343 及び 149 こんな 440
9 訳 1915 見る 3886 甘い 429 大丈夫 183 多分 1130 然し 118 そんな 420
10 風 1526 出来る 3802 面白い 381 単純 183 矢張り 1088 が 108 どんな 286
11 研究 1524 来る 3410 少ない 364 明らか 179 余り 923 から 98 大きな 236
12 中 1515 分かる 3290 新しい 300 完全 171 未だ 853 若しくは 93 所謂 107
13 場合 1472 考える 2588 長い 300 大事 167 一番 836 且つ 69 小さな 39
14 人 1423 使う 2101 低い 293 有効 156 結構 757 けれど 59 大した 26
15 話 1273 出る 2030 悪い 241 奇麗 146 良く 655 一方 54 単なる 24
16 結果 1243 拠る 1863 細かい 222 大変 100 少し 629 但し 46 合計 28750
17 量 1032 得る 1796 強い 221 色々 99 可成 575 合計 13065
18 実際 1013 違う 1347 近い 215 様々 71 色々 573
19 実験 1000 作る 1297 早い 200 明確 70 若し 502
20 図 998 就く 1288 欲しい 186 十分 64 もっと 452
21 数 986 入れる 1171 短い 151 新た 59 全然 421
22 データ 944 書く 1162 物凄い 135 同様 59 ちゃんと 385
23 計算 920 入る 980 可笑しい 124 こんな 58 成る程 365
24 問題 911 持つ 972 広い 124 微妙 56 特に 328
25 為 898 行う 963 正しい 120 適切 48 又 301
26 奴 865 取る 886 でかい 106 意外 45 元々 289
27 次 864 知れる 838 詳しい 94 曖昧 42 勿論 254
28 時間 861 関する 779 深い 94 嫌 40 詰まり 251
29 感じ 842 対する 776 古い 88 余り 37 ずっと 250
30 モデル 841 出す 774 遅い 85 懸命 36 取り敢えず 248
31 先 836 仕舞う 770 薄い 76 当たり前 34 中々 232
32 部分 811 変わる 741 宜しい 71 確実 33 何故 227
33 構造 775 調べる 697 厳しい 64 当然 33 どんどん 216
34 水 772 済む 646 弱い 58 厳密 32 全く 205
35 前 760 聞く 617 不味い 55 ばらばら 31 略 198
36 他 757 置く 589 赤い 52 結構 28 沢山 189
37 大体 748 於く 541 濃い 46 特別 26 更に 174
38 最初 727 用いる 514 重い 44 急激 24 直ぐ 172
39 上 721 知る 461 きつい 27 適正 20 当然 171
40 論文 721 変える 450 軽い 22 自然 17 より 168
41 制御 707 頂く 447 合計 20628 大雑把 17 必ず 166
42 関係 693 見える 443 合計 5028 恐らく 162
43 方法 683 示す 432 一杯 149
44 形 674 下さる 422 割と 139
45 全部 671 掛ける 420 大分 124
46 必要 670 御座る 416 寧ろ 124
47 意味 668 付ける 391 きちんと 120
48 今回 668 増える 378 丁度 117
49 自分 660 貰う 371 はっきり 110
50 辺 657 要する 371 段々 109

合計 67945 合計 143971 合計 53434
総計 137019 総計 161858 総計 20628 総計 5028 総計 55656 総計 13065 総計 28750

この表は、東大コーパスの全分野共通の語彙を、名詞・動詞・副詞は上位50位まで、その他
の品詞は全語彙をリストに付した。表中「合計」は上位50位まで、「総計」は51位以降も含む
全分野共通の語彙の出現頻度の総数である。なお、各語の表記は茶まめの語彙素表記に従った。


